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今週はここに注目！

シャガが
咲いています！

メジロ
名前の通り、目のまわりの白い縁
取りが特徴の小鳥です。甘い果実
や花木の花の蜜が大好きで、小さ
な群れで蜜を吸う姿をよく見かけ
ます。市街地でも見ることができ
る鳥です。是非探してみてくださ
い。

花や実のついた
木によくいるよ
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キジバト
日本にいる野生のハトです。地面
にある落ち葉に頭を突っ込んで、
餌を探す様子がよく見られます。
赤褐色の羽縁が特徴で、お寺や公
園で群れている灰色の「ドバト」
とは異なる種類です。

ガサっ！と
音がした方向を
探してみよう

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

似たもの同士をくらべてみよう！

「甘菜」の名前は、地中のまるい鱗茎（りんけい）が
食用となり、甘みがあることによります。花は、日が
当たると開き、天気が悪いとあまり開きません。

~アマナ とヒロハノアマナ ～

ヒロハノアマナアマナ

ヒロハノアマナはアマナに比べて葉が広く、
中央に白い筋があります。

☆見分けポイント☆

キタテハ
暖かい日に、園内をひらひらと飛
んで、草の上で翅を広げて日向
ぼっこをしている姿を見かけるよ
うになりました。今の時期に観察
できるのは、成虫のまま越冬した
個体です。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

ユリの仲間で、原産地は中国。薬
用の植物として有名で、乾燥さ
せた鱗茎は「貝母（バイモ）」
とよばれ、咳止めや止血などに効
果があるとされています。観賞用
によく栽培されます。別名は「ア
ミガサユリ」で、花の内側に網目
状の模様があることによります。

バイモ

路傍植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

主に2輪の花をつけることが名前
の由来。地下茎で増えるので、一
面に広がって咲く様子がよく見ら
れます。

ニリンソウ

カワセミ
「翡翠（ひすい）」「水辺の宝
石」と呼ばれる、美しい鳥。水の
中に潜り、魚やザリガニなどを捕
らえます。大きなくちばしは狩り
で大活躍するほか、横穴式の巣穴
を掘るときには「ツルハシ」の役
目をします。

水辺で見られます。
会えたらラッキー♪

ジロボウエンゴサク
漢字では、次郎坊延胡索（じろぼ
うえんごさく）と書きます。三重
県の伊勢地方にはスミレを太郎
坊、本種を次郎坊とよび、それ
ぞれの種の花どうしを、距
（きょ：花びらなどの付け根の突
起部分）を絡ませて引き合う遊び
があり、これが「ジロボウ」の由
来とされています。「エンゴサク」は
中国名（漢名）です。

茎から出る乳液がウルシのように
皮膚にかぶれを起こすことが名前
の由来です。湿地に生育する植物
で、乾燥に弱く、湿原や河川敷な
どが減少したことによりあまり見
られなくなりました。有毒植物
で、誤って食べると胃腸炎を起こ
すこともあります。

ノウルシ

花の形をサクラに見
立てて「桜草」。江
戸時代から盛んに栽
培され、多くの園芸
品種が今に伝えら
れています。明治
時代に発行された
「桜草銘鑑」には
331品種が記載され
ています。

サクラソウ

主に2輪の花をつけることが名前
の由来。地下茎で増えるので、一
面に広がって咲く様子がよく見ら
れます。

ニリンソウ

重なった枝が風に揺
れる様子「山振り」
が転じて「やまぶ
き」と呼ばれるよう
になりました。この
花の鮮やかな黄色を
「やまぶき色」と言
います。昔から日本
人に親しまれた植物
で、「万葉集」には
17種が詠まれ、
「源氏物語」や「枕
草子」にも登場しま
す。

ヤマブキ

ヤマブキソウ
ケシ科の多年草ですが、ヤマブキ
（バラ科の落葉低木）の黄色と同
じ花色であることが名前の由来で
す。「クサヤマブキ」の別名もあ
ります。ヤマブキの花弁が５枚な
のに対し、ヤマブキソウは４枚で
す。

３枚の小葉がカシワの葉に似てい
るため「三槲（みつがしわ）」。
タネの化石が、約200万年くらい
前の地層からも発見されている古
い時代の植物です。

ミツガシワ

つる性の植物で、同じ木に雄花と
雌花をつけます。花びらの中心部が
球状に包まるようについていれば
雄花、花自体が大きく、
中心部が放射状に広がって
いるものが雌花です。実は
熟すと裂け、白い仮種皮と
果肉は甘く、食べられます。

アケビ

アケビの実（10月）

花の形を船の碇（いかり）に見立
てたことが名前の由来。乾燥させ
たものは、漢方薬としても利用さ
れます。

イカリソウ

年１回、春だけに現れる白色の
チョウ。オスは前翅の先がオレン
ジ色なので、よく見れば飛んでい
てもわかります。

ツマキチョウ

武蔵野植物園で
見られます

路傍植物園
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